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様式  8 

〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2021-7212-027 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動

「上丸子カリキュラム」の推進 

川崎市立上丸子小学校 

校長名 滝澤 純子 担当教諭名 井上 公介 

過去の助成実績 
 なし  あり〔助成番号：2020-7212-026 

助成事業名：『「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進』〕 

キーワード 総合学習 生物調査系 

対象児童生徒 小学生（ ３年 １７１名） 

対象河川名 多摩川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ： 発見たまがわっ！～たま川はかせになろう～ 

ねらい  ： 多摩川の自然に直接触れ、興味・関心をもつことを自分なりに調べる活動を通して、多摩川に関われば

関わるほど発見や疑問が見つかる 

評価の観点： 知識・技能等、思考・判断・表現等、主体的に学ぶ態度等 

活動時期 ： ４月～１０月 

 

活動形態 
総合的な 

学習の時間 

各教科学習 

（   ） 

各教科学習 

（   ） 
学校行事 

その他 

（    ） 
合計 

上記の 

活動時間数 
３５時間 時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 

多摩川に生息する昆虫の捕り方、昆虫の特徴、植物の特徴についての学習 

（自然調査団の方・多摩動物公園の方を講師に生物調査を実施） 

保護者の方に、多摩川での活動での安全確認、見守りをしていただいた。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 模造紙、画用紙で掲示 

スライド等 対外発表（             ） 

安全対策に関する課題 

・サイクリングロード等の安全管理 

 

 

活動の成果と今後の課題・展開 

・実際に多摩川に行き活動することで多摩川に愛着をもち、自ら課題意識をもって取り組めたことがよかった。 

・この社会状況中、教育活動も制限されることが多く、繰り返し多摩川に行くことができなかったことが課題である。

３年生の児童には、実際に昆虫や植物にふれることがとてもよい体験である。しかし、活動期間が開いてしまうと

学習のつながり、意識のつながりをもたせることが難しかった。学びをつなげていくためにも、期間を開けずに活

動ができるとよりよい学習になる。 

 

 

 

 

 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

     生物調査  系                                植物 ４～１０ 月 

生物調査  系 陸上昆虫 ４～１０ 月 

※データベースに登録する活動分野は、本冊子P.４６の活動分野一覧表から代表的なものを２つ記入して下さい。 



 

様式  8 

〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2021-7212-027 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動

「上丸子カリキュラム」の推進 

川崎市立上丸子小学校 

校長名 滝澤 純子 担当教諭名 井上 公介 

過去の助成実績 
 なし  あり〔助成番号：2020-7212-026 

助成事業名：『「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進』〕 

キーワード 総合学習 生物調査系 

対象児童生徒 小学生（ ４年 １６８ 名） 

対象河川名 多摩川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ： われらのたまり場多摩川 

ねらい  ：地域に対する思いや良さにふれる活動を通して、友達と関わり合って学習したり、生活したりするよさ

を感じ、地域に対して愛着を持ち、大切にしようと行動する。 

評価の観点：知識・技能等、思考・判断・表現等、主体的に学ぶ態度等 

活動時期 ： ４月～１１月 

 

活動形態 
総合的な 

学習の時間 

各教科学習 

（   ） 

各教科学習 

（   ） 
学校行事 

その他 

（    ） 
合計 

上記の 

活動時間数 
３５時間 時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 

・中本賢さんにきていただき、多摩川の環境、川での安全指導、魚の捕まえ方、飼育方法などに

ついての学習 

・上丸子小学校父懇会の方に、川での安全指導や見守り 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 模造紙、画用紙で掲示 

スライド等 対外発表  ※予定していたが、中止 

安全対策に関する課題 

・ライフジャケット等の安全のための装備のチェック・買い替え 

・川での安全指導、見守り 

 

活動の成果と今後の課題・展開 

・上丸子小学校の４年生といえば「ガサガサ探検」と子どもたちがとても楽しみにしている活動である。そのため、

学習に対する意識が高い。しかし、活動が先行してしまっていることが課題である。学習にどのように位置づけて

いくか、単発の活動にならないようにしていかなければいけない。 

・２０１９年の台風１９号の影響により、生態系の変化が考えられる。例年と比べ、ガサガサ探検によって捕まえら

れる魚の数が減ってきているのが現状である。活動場所を変更していくことも考えていかなければならない。 

 

 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

     生物調査  系                                魚類 ４～１１ 月 

生物調査  系 生き物と環境 ４～１１ 月 

※データベースに登録する活動分野は、本冊子P.４６の活動分野一覧表から代表的なものを２つ記入して下さい。 



 

様式  8 

〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2021-7212-027 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動

「上丸子カリキュラム」の推進 

川崎市立上丸子小学校 

校長名 滝澤 純子 担当教諭名 井上 公介 

過去の助成実績 
 なし  あり〔助成番号：2020-7212-026 

助成事業名：『「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進』〕 

キーワード 総合学習 生物調査系 

対象児童生徒 小学生（ ５年 １７０ 名） 

対象河川名 多摩川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ： 上丸子防災広報室 

ねらい  ：風水害から上丸子のまちの人々の生活や命を守るための自助の在り方について考えるとともに、自分た

ちにできることを意識しながら生活したり行動したりすることができるようにする。 

評価の観点：知識・技能等、思考・判断・表現等、主体的に学ぶ態度等 

活動時期 ： ７月～３月 

 

活動形態 
総合的な 

学習の時間 

各教科学習 

（   ） 

各教科学習 

（   ） 
学校行事 

その他 

（    ） 
合計 

上記の 

活動時間数 
３５時間 時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 
・京浜河川事務所の方に来校していただき、河川敷の役割についての学習 

・川崎市危機管理室の方と連携し、マイタイムラインについての学習 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 動画作成 

対外発表（  上丸子小学校保護者、地域の方  ） 

安全対策に関する課題 

 

 

活動の成果と今後の課題・展開 

・これまで多摩川には、生物調査の活動で訪れることが多かった。しかし、今年度は防災の視点から、河川敷の役割

について考えることで多角的に多摩川を捉えることができた。 

・２０１９年の台風１９号の影響を受けた児童も多く、防災に対する意識、探究意欲を高くもって活動することがで

きた。また、自分たちが知るだけではなく、地域の方たちにも知ってもらいたいと学習の最後まで意欲的に活動す

ることができた。 

・今年度も昨年度と同様に、「自助」に特化して学習を進めてきた。「共助」「公助」の視点でも防災について考えてい

くことも大切である。 

 

 

 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

   教育研究    系                                防災教育 ７～２    月 

               系                                         月 

※データベースに登録する活動分野は、本冊子P.４６の活動分野一覧表から代表的なものを２つ記入して下さい。 

 



様 式 11-1   

複数学年  活動報告書 

 （NO．１） 

1.助成事業名  「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進 学校名 川崎市立上丸子小学校 助成番号 2021-7212-027   

2.単元名  発見たまがわっ！～たま川はかせになろう～ 

3.目標  多摩川の自然に直接触れたり、興味・関心をもつことを自分なりに調べる活動を通して、多摩川に関われば関わるほど発見や疑問が見つかる魅力的な場所であることを理解し、自分の興味・関心に沿った多摩川との関わり方

や、自分たちが最も伝えたい多摩川の魅力と相手について考えるとともに、これからも多摩川に親しみ、関わっていこうとする。 

4.実施学年 人数  ３年 １７１名 

5.場所 多摩川河川敷  教室 

6.単元構想（総時間数 35時間） 

 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

３
学
年
・ 

単
元
目
標 

  

主
な
学
習
活
動 

 

評
価
項
目 

 

 

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載 

 

 

発見たまがわっ！～たま川はかせになろう～ 

多摩川の自然に直接触れたり、興味・関心をもつことを自分なりに調べる活動を通して、多摩川に関われば関わるほど発見や疑問が見

つかる魅力的な場所であることを理解し、自分の興味・関心に沿った多摩川との関わり方や、自分たちが最も伝えたい多摩川の魅力と

相手について考えるとともに、これからも多摩川に親しみ、関わっていこうとする。 

これまでの理科

や社会での学習

を生かして、総

合で多摩川の学

習をすることを

知り、多摩川で

調べたいこと

や、やりたいこと

を考える。 

多摩川の河川敷に

行き、課題に沿って

活動する。 

活動を振り返り、分

かったことや疑問に

思ったことを共有

し、次の課題を見つ

ける。 

多摩川の自然 

や生き物にく 

わしい人に分 

からないことや 

知りたいことを 

聞く。 

先の学習経験を

もとに、目的に沿

った課題を設定

し、解決する方法 

や計画を立てて

いる。 

実際に見たり資料で

調べたりして、自分

の課題に合った方法

で解決を図ってい

る。 

多摩川の魅力 

を発見していく 

という共通の目 

的のもと、友だ 

ちと情報や活動 

を共有しなが 

ら、自分の課題 

に粘り強く取り 

組んでいる。 
 

課題の解決や新た 

な発見をするために 

もう一度多摩川に行 

く。 

活動を振り返り、分 

かったことや疑問に 

思ったことを共有し、 

次の課題を見つけ 

る。 

お家の人が

多摩川につ

いてどう思っ

ているかを

把握するた

めにアンケ

ートをとる方

法があること

を知り、とる

ことを決め

る。 

発表会に向け

ての準備をす

る 

 

・自分の課題に沿った情報 

を、適切な方法で集め、

蓄積している。 
・蓄積した情報や知識を、こ

れからの学習や目的と照ら

し合わせながら、関連付け

たり比較したりして、これか

ら活用できるようにしてい

る。 

 

実際に見たり 

資料で調べた 

りして、自分の 

課題に合った 

方法で解決を 

図っている。 

 

自分の学習状

況を見つめなが

ら、課題を設定

したり、活動の

仕方を考え実践

したりしている。 

伝えたい相手

に応じた内容

や効果的な表

現方法を考えて

自分たちの学

びの成果を伝

えている。 

 

発表会をす

る。 



様 式 11-1   

複数学年  活動報告書 

 （NO．１） 

1.助成事業名  「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進 学校名 川崎市立上丸子小学校 助成番号 2021-7212-027   

2.単元名  われらのたまり場多摩リバー 

3.目標  地域に対する思いや良さにふれる活動を通して、友達と関わり合って学習したり、生活したりするよさを感じ、地域に対して愛着を持ち、大切にしようと行動する。 

4.実施学年 人数  ４年 １６８名 

5.場所 多摩川右岸 調布堰付近河川敷（川崎市中原区）、教室 

6.単元構想（総時間数 35時間） 

 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

４
学
年
・ 

単
元
目
標 

  

主
な
学
習
活
動 

 

評
価
項
目 

 

 

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載 

 

 

われらのたまり場多摩リバー 

多摩川やその河川敷に生息する生き物や、その水質環境を調べることを通して、小さな命の大切さや環境

を守るために努力している人々の存在を知り、自分たちにもできることを考えることができる。 

〇講師の中本賢さんを迎え、

多摩川の川の様子や多摩川

がどのような川であるかを考

える。              

〇多摩川でアユの遡上観察

を行う。              

〇多摩川にはどのような生

き物や植物がすんでいるの

かを考え、自分が調べたいこ

とを見つける。 

 

〇ガサガサ探検を行い、どのよ

うな生き物が捕れるのかを実際

に体験する。 

〇２回目のガサガサ探検に向

けて自分の課題を明確にする。 

〇多摩川デイでガサガサ探検

を行い、どのような生き物がと

れるのかを実際に体験する。

〇一回目の活動と比較し、自

信の課題に則して情報を分

類・整理する。 

 

〇昨年度の活動の課題を想起

しながら、多摩川での活動で生

き物と触れ合い、自らの課題意

識をもつ。             

〇課題解決の見通しをもてるよ

うにする。 

 

〇自分の課題に対して、解決する

ための方法を考え、取り組もうとし

ている。               

〇活動後、めあてと照らし合わせ

てどうだったかをふり返り、次回の

活動に生かそうとしている。 

 

〇自分なりのめあてを決めて、

中本さんやゲストティーチャーの

アドバイスを参考にしながら解決

しようとしている。 

〇生きものをつかまえるにはど

うしたらよいかを友だちと協力し

て考え、実行しようとする。 

 

〇西丸子小学校の

子供たちと、自らの

課題について考えを

まとめて発表す

る。          

〇相手の学校の友

達の発表を聞いて、

多摩川の生き物や

環境について理解を

広げる。 

 

〇学習成果をもと

に発表会を行う。 

〇相手意識をもち、自

分自身の考えをまと

め、発表する。 

〇相手意識をもち、

自分自身の考えを

まとめ、発表する。 

 

多摩川に行き、興味をもった事に対して課題をもち、課題解決に向けて粘り強く試行錯誤しながら活動

する。 

ガサガサ探検（生き物さがしをテーマにしている

子をもとにした共通体験） 

ガサガサ探検（前回の振り返りをもとに、捕れな

かったもの・捕りたいものなど意欲を高めて） 

西丸子小学校との多摩川学習

についての発表交流 

文化祭で、全校や地域に向

けて学習成果を発表 

 



様 式 11-1   

複数学年  活動報告書 

 （NO．１） 

1.助成事業名  「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子多摩川カリキュラム」の推進 学校名 川崎市立上丸子小学校 助成番号 2021-7212-072   

2.単元名  上丸子防災広報室 

3.目標  風水害が起きた時の過去の様子や風水害に備える人々の取り組みや考え方をインタビューする活動を通して、風水害から人々の生活や命を守る国や市の取り組みやマイタイムラインを作成する意味を理解し、風水害から上丸子

のまちの人々の生活や命を守るための自助の在り方について考えるとともに、自分たちにできることを意識しながら生活したり行動したりすることができるようにする。 

4.実施学年 人数  ５年生 １７０人 

5.場所 教室 

6.単元構想（総時間数） 

 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

○
学
年
・ 

単
元
目
標 

  

主
な
学
習
活
動 

 

評
価
項
目 

 

 

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載 

 

 

河川敷の役割を見つめ直そう 

風水害が起きた時の過去の様子や風水害に備える人々の取り組みや考え方をインタビューする活動を通して、風水害から人々の生活や命を守る国や市の

取り組みやマイタイムラインを作成する意味を理解し、風水害から上丸子のまちの人々の生活や命を守るための自助の在り方について考えるとともに、自

分たちにできることを意識しながら生活したり行動したりすることができるようにする。 

・２０１９年に発生した台風

１９号により受けた上丸子

のまちの様子を振り返

る。多摩川が氾濫した箇

所があったことを思い出

す。 

・資料を見ながら、自分た

ちの身近にいる大人の行

動を考える。 

 

【マイタイムラインを作ろう】 

・京浜河川事務所や川崎市危機

管理室の方の話を聞き、自分た

ちでできる備え（マイタイムライ

ン）について知り、マイタイムライ

ンを書いてみる。 

・自分で作成したマイタイムライ

ンを友達、保護者、川崎市危機管

理室の方に見てもらい、よりよい

マイタイムラインにするためにア

ドバイスをもらう。もらったアドバ

イスをもとにして、マイタイムライ

ンを再度作成する。 

 

・上丸子が台風や大雨

に対して安全・安心なま

ちにするために自分た

ちが学んできたこと（自

助の大切さ）を保護者

や地域の方たちに発信

する。 

 

・２０１９年に発生した台風１９

号により受けた上丸子のま

ちの様子や理科「天気の変

化」で学んだことから、単元

の学習の見通しをもってい

る。 

・川崎市危機管理室の方に

インタビューすることで、行

政はどのような動きをして

いるのか理解している。 

 

・川崎市危機管理室の方の話を

聞き、自分たちにできる備えに

マイタイムラインがあることを理

解している。 

・自分に必要だと思う行動を考

え、マイタイムラインに表してい

る。 

・作成したマイタイムラインを多く

の人に見てもらい、よりよいもの

にするべく情報を集めている。 

 

・上丸子が安全・安心なま

ちになるように、学んだこ

とをもとに方法を考えてい

る。 

・上丸子が安全・安心なま

ちになるように、伝える内

容を考えている。 

・友達と協力して、発信する

方法を考え、実行してい

る。 

 

・普段何気なく過ごしてい

る多摩川の河川敷の役割

について知る。 

 

・京浜河川事務所の方の

お話から河川敷がなぜこ

のような形状になってい

るのか、見えないところに

隠された工夫を知り、考え

たことを共有する。 

・多摩川の河川敷がどのよ

うに使われているか思い返

し、河川敷の役割について

考える。 

 

・タイムラインづくりの際に

活用できるように、得た情報

や考えたことを蓄積する。 

自分たちの命を守るために 

必要な情報を集めよう 
自分たちの命を守るために 

行動しよう 

皆の命を守るために、学習の 

成果を生かして自助の 

大切さを伝えよう 



様 式 11-2 

複数学年  活動報告書 

（NO．２） 

1.助成事業名 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子多摩川カリキュラム」の推進 学校名 上丸子小学校 助成番号 2021-7212-072   

7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

 

8.成果と課題 

身近に慣れ親しんでいる多摩川の河川敷が、防災の役割も果たしていることを知り、多摩川を見る視点の広がりを感じた。その意識をもって改めて防災の学習に取り組むことで、如何に２年前の台風１９号であれだけの被害になったことのすごさを実感し、

自分事として捉えて学習に臨んでいた。京浜河川事務所の方からマイタイムラインづくりにつながるお話を聞き、その内容を整理分析すると、マイタイムラインを作ることの重要性を実感することができた。そこから、自分に必要な情報を集め、何度もアイデ

ィアを練り直してできたものを、保護者と相談して、より自分の家庭に合ったものを作ることができた。そこから分かったことを共有していくと、多摩川の近くで暮らす者として、河川とどう向き合って生きていくべきかを理解することができ、さらにそこか

ら得たことを周りに広げていくことの重要性を理解することができた。 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

○
学
年 

 

   

 

河川敷の役割を見つめ直そう 

風水害が起きた時の過去の様子や風水害に備える人々の取り組みや考え方をインタビューする活動を通して、風水害から人々の生活や命を守る国や市の

取り組みやマイタイムラインを作成する意味を理解し、風水害から上丸子のまちの人々の生活や命を守るための自助の在り方について考えるとともに、自

分たちにできることを意識しながら生活したり行動したりすることができるようにする。 

川崎市危機管理室の方か

ら風水害の際の被害の大

きさや、取るべき行動に

ついて話を聞く。 

・避難所にペットを連れて

いけるなんて知らなかっ

たな。 

・被害の広がり方が、同じ

町でも場所によって違う

よ。友達と行動が変わっ

てきそうだ。 

京浜河川事務所や川崎市危機管

理室の方の話を聞き、自分たち

でできる備え（マイタイムライン）

について知り、マイタイムライン

を書いてみる。その後、自分で作

成したマイタイムラインを友達、

保護者、川崎市危機管理室の方

に見てもらい、よりよいマイタイ

ムラインにするためにアドバイス

をもらう。もらったアドバイスをも

とにして、マイタイムラインを再

度作成する。 

家庭によって必要な情報が違う。

自分に合ったものを作らないと。 

・上丸子が台風や大雨

に対して安全・安心なま

ちにするために自助の

大切さを保護者や地域

の方たちに発信する。 

・マイタイムラインを知

らない人はたくさんいる

ね。この取組をまずは

家族でしっかり共有し

て、広めていきたい。 

普段何気なく過ごしている

多摩川の河川敷の役割に

ついて、京浜河川事務所

の方の話から学ぶ。 

 

・サッカーができるくらい

広いのは、それだけたく

さん水を逃がす必要があ

るからなんだ。 

・堤防がしっかり固めた土

でできていたなんて知ら

なかった。 

自分たちの命を守るために 

必要な情報を集めよう 
自分たちの命を守るために 

行動しよう 

皆の命を守るために、学習の 

成果を生かして自助の 

大切さを伝えよう 



 

様式13 

〔学校部門〕 共通                                                               ［活動写真］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2021-7212-027 
「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習

活動「上丸子多摩川カリキュラム」の推進 

川崎市立上丸子小学校 

滝澤 純子 

 

フィールド：多摩川 

日 付 ：２０２１年７月８日 

コメント：防災の学習を始めていくにあたり、子ども達が一

番自分事として捉えられるものは何かを考えた。２年前の

台風１９号による被害もあったことから、多摩川を中心と

して防災学習を進めていくこととした。その際に、より多

摩川を意識しながら学習を進められるよう、京浜河川事務

所の方から河川敷の役割についてお話をしていただいた。

子ども達は、普段から野球やサッカーで慣れ親しんでいる

河川敷に、防災の役割もあることを知り、驚きを隠せない

ようだった。また、実際に多摩川でお話を聞くことで、よ

り実感的に内容を捉え、次に生かしていこうとする姿が見

られた。 

 

フィールド：体育館 

日 付 ：２０２１年１１月２６日 

 コメント：再び京浜河川事務所の方を招き、風水害の際の

行動についてお話を聞いた。過去の台風１９号を想起し、

すでに防災について考えだしていた子どもたちは、食い入

るように話を聞いていた。特にハザードマップを用い、自

分の住んでいるところの被害がどうなるかを近所の友達

同士で確認し合うことによって、自分たちの住む地域が如

何に水害の危険性が高いのかを実感し、自助の意識を高め

ている様子が見られた。 

 

 

フィールド：教室 

日 付 ：２０２２年２月１７日 

コメント：マイタイムラインを作り始め、いろいろと情報を

収集していく中で、本当に必要な情報は何か、ということ

に子ども達が悩み始めていた。そこで、川崎市危機管理室

の方へ、オンラインでのインタビューを行った。以前に話

を聞いた時とは異なる、より災害を自分事として捉えた視

点で質問をする姿が見られた。高層マンションに住んでい

る人間の取るべき行動とは、多摩川のすぐ近くに住んでい

る人間はどのタイミングで非難すべきか、避難所で必要な

ものは何かなど、自分の住環境に合わせて、自分の家族を

守るために必要な情報について話し合うことができた。 

 

 

 



様 式 11-2 

複数学年  活動報告書 

（NO．２） 

1.助成事業名 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進 学校名 川崎市立上丸子小学校 助成番号 2021-7212- 027  

7.実際に行った単元構成 

 

8.成果と課題 

子供たちは多摩川に愛着をもち、自分なりの課題意識をもって、河川敷で活動し、課題解決を目指すことができた。ゲストティーチャーからのお話を聞き、解決に役立てることができた。今年度もコロナ禍という状況で、多摩川に行く回数が限られ、地域の

方や保護者を呼んでの発表会ができなかったが、自分たちなりにできる範囲で学習の表現方法を考え、実践できたのはよかった。 

２年前の台風１９号の影響により多摩川の川辺の様子・それを取り巻く生態系が大きく変わってしまったこと、新型コロナウィルスの流行による学習計画変更の影響により、例年のように体験豊かな学習はできなかった。また近隣校である西丸子小との交流

も行うことができなかった。しかし、ゲストティーチャーの中本賢さんによる多摩川の自然についての導入学習により自分たちが多摩川について知りたいこと、学びたいことを考えて課題を設定し学習することができた。本校の重要な「材」である協力してく

ださる人の大切さに子どもも教職員も改めて気づかされたことと、協力してくださる方々を虜としてしまう多摩川の「材」としての魅力を感じることができたことが最大の成果だと感じる。課題はこれまでのガサガサ探検による学習をいかに実施していくかで

ある。上丸子小の４年でのガサガサ探検は伝統になっており、子どもたちもガサガサ探検をすると高学年へ一歩近づくといった認識があるくらい楽しみにしている学習である。それをこのコロナ禍の中、様子が変わってしまった多摩川をいかに学習の材として

継続できるか、今年度の反省を生かして見通しをもって学習を計画し、今年度のよさである子どもたちと一緒に考え一緒に悩んで課題を解決していくプロセスを大事にして学習を深めていきたい。 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

４
学
年 

 

   

 

 

われらのたまり場多摩リバー 
 

〇講師の中本賢さんを

迎え、多摩川の川の様

子や多摩川がどのよう

な川であるかを考え

る。              

〇多摩川でアユの遡上

観察を行う。              

〇多摩川にはどのよう

な生き物や植物がすん

でいるのかを考え、自分

が調べたいことを見つ

ける。 

（実施） 

①ガサガサ探検を行い、ど

のような生き物が捕れるの

かを実際に体験する。 

②２回目のガサガサ探検に

向けて自分の課題を明確に

する。 

（①実施、②２回目ガサガ

サ探検中止） 
 

〇自分なりのめあてを決め

て、中本さんやゲストティー

チャーのアドバイスを参考

にしながら解決しようとして

いる。 

〇生きものをつかまえるに

はどうしたらよいかを友だ

ちと協力して考え、実行し

ようとする。 

（実施） 

多摩川やその河川敷に生息する生き物や、その水質環境を調べることを通して、小さな命の大切さや環境を守るために努力

している人々の存在を知り、自分たちにもできることを考えることができる。 
 

①西丸子小学校の子

供たちと、自らの課題

について考えをまとめ

て発表する。          

②相手の学校の友達

の発表を聞いて、多摩

川の生き物や環境に

ついて理解を広げる。

（①②中止） 

学習成果をもとに、文化

祭で発表会を行う。 

（文化祭中止のため、ク

ラス間で発表会を実施） 



 

様式13 

〔学校部門〕 共通                                                               ［活動写真］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2021-7212-027 
「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学

習活動「上丸子カリキュラム」の推進 

川崎市立上丸子小学校 

滝澤 純子 

 

フィールド：上丸子小学校 体育館 

日 付 ：２０２１年６月１０日 

コメント：実際に多摩川に行く前に、ゲストティーチャーの

中本賢さんによる事前学習を実施した。課題を

もった子どもたちに、これから多摩川で探究す

る活動をしていくための意欲付けをした。いろ

いろな話を聞き、子どもたちの興味・関心が高ま

った。 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド：多摩川右岸 調布堰付近河川敷 

日 付 ：２０２１年６月２１日 

コメント：実際に多摩川に行く前に、多摩川で調べたいこと 

を考えた。課題をもった子どもたちに、これから

多摩川で探究する活動をしていくことを伝え、意

欲付けをした。初夏の多摩川河川敷は、草花が

青々と生え、虫や野鳥がたくさんいたので、子ど

もたちは生き物を見つける活動にすぐに没頭し

ていた。ただ、水生生物などについては、例年よ

りも数が少なかった。ヘドロが堆積し、水生生物

の姿がほとんど見られなかった多摩川の水質が

良くなったのはなぜか、という疑問から新たな学

習課題が見つかり、次の学習につなげていくこと

になった。 

    

 



様 式 11-2 

複数学年  活動報告書 

（NO．２） 

1.助成事業名 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進 学校名 川崎市立上丸子小学校 助成番号 2021-7212-027   

7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

 

8.成果と課題 

多摩川に愛着をもち、自分なりの課題意識をもって、河川敷で活動し、課題解決を目指すことができた。子どもが疑問に感じたことをもとに、ゲストティーチャーからのお話を聞き、解決に役立てることができた。子どもたちが全く知らなかったことを教

えてもらい、さらに調べたいという意欲を高めることができた。多摩川に行く回数が限られ、どうしても前回の活動や学んだことをそのままつなげていくというのが難しかった。振り返りをしっかりして、前回の写真や記録をいつでも見返すことができるよ

うにして、学びがつながるようにした。今年度もコロナ禍という状況で、地域の方や保護者を呼んでの発表会ができなかったが、自分たちなりにできる範囲で学習の表現方法を考え、実践できたのはよかった。 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

３
学
年 

 

  

 

 

これまでの理

科や社会での学

習を生かして、

総合で多摩川の

学習をすること

を知り、多摩川

で調べたいこと

や、やりたいこと

を考えた。 

主に、生息す

る虫や植物、石

について調べた

いという子が多

かった。 

多摩川の河川敷に行

き、課題に沿って活動す

る。 

活動を振り返り、分かっ

たことや疑問に思ったこ

とを共有し、次の課題を

見つけた。 

 虫にせよ植物にせよ、

前回多摩川に行った時

と違う様相で、違いを考

える子や、次回の予想

を立てる子もいた。 

多摩川の自然や

生き物にくわしい

ゲストティーチャ

ーに分からないこ

とや知りたいこと

を聞いた。 

 自分たちでは調 

べられなかったこ 

とを教えてもらう 

ことができ、さら 

に追究への意欲 

を高めていた。 

課題の解決や新

たな発見をするため

にもう一度多摩川に

行った。 

分かったことをマ

ップや用紙にまとめ

る姿が多く見られる

ようになった。 

 子どもたちの中に 

は、自分たちが調べ 

たことを誰かに伝え 

たい・発表したいと 

いう思いが高まって 

きた。  

 

保護者に

自分たちが

調べて学ん

だことを伝え

ることになっ

た。 

お家の人

が多摩川に

ついてどう思

っているかを

把握するた

めにアンケ

ートをとり、

発表方法を

考えようとし

た。 

アンケートによって、何

をどのように伝えれば

よいかを考えていた

が、発表会ができなく

なり、代わりにポスター

をつくってお家の人み

せようということになっ

た。自分たちが得た知

識とアンケート結果を

照らし合わせて紙面を

考えていった。 



 

様式13 

〔学校部門〕 共通                                                               ［活動写真］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2021-7212-027 
「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学

習活動「上丸子カリキュラム」の推進 

川崎市立上丸子小学校 

滝澤 純子 

 

フィールド：多摩川河川敷 

日 付 ：２０２１年５月２４日 

コメント：実際に多摩川に行く前に、理科での生き物の学習 

     や社会科の地域の学習をもとに、多摩川で調べ

たいことを考えた。課題をもった子どもたちに、

これから多摩川で探究する活動をしていくこと

を伝え、意欲付けをした。春の多摩川河川敷は、

草花が鮮やかに生え、虫がたくさんいたので、子

どもたちは生き物を見つける活動にすぐに没頭

していた。また来たいという思いと、これはなん

だろうという疑問をもち、次の学習につなげて

いくことになった。 

 

 

フィールド：多摩川河川敷 

日 付 ：２０２１年６月１８日 

コメント： 多摩川の自然や生き物にくわしいゲストティー 

 チャーに分からないことや知りたいことを聞い 

 た。虫では草の下の方に隠れている黒い虫が 

「ゴミムシ」だということ。名前や特徴だけでな 

く、ペットボトルを使った捕り方まで教えても 

らった。植物では特に「ギシギシ」という雑草に 

ついて教えてもらった。 自分たちでは調べら 

れなかったことを教えてもらうことができ、さ 

らに追究への意欲を高めていた。 

 

 

フィールド：教室 

日 付 ：２０２１年７月５日 

コメント：自分たちが調べて学んだことを保護者に伝えよ 

うということになった。保護者はどんなことを 

知りたいのかアンケートをとった。そのアンケ 

ートをもとにして整理分析し、自分たちが発表 

する内容とを方法を考えていった。 ただ漠然と 

学んだことを伝えるのではなく、相手意識をも

つことによって、伝える内容の重点が決まった

り、軽重をつけたりするようになった。 

 

 

 

 

 



 

 

様式14 

〔学校部門〕                                                             ［実施箇所位置図］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2021-7212-027 
「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動

「上丸子カリキュラム」の推進 

川崎市立上丸子小学校 

滝澤 純子 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  
箇  
所 

主な実施箇所   多摩川 

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 

※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 

  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 

 

 
 
３年 

 
 
４年 


